
　
２
０
１
９
年
11
月
、
千
葉
県
立
千
葉

北
高
校
は
、
教
務
部
と
各
教
科
の
代

表
か
ら
成
る
「
教
育
課
程
検
討
委
員

会
」（
以
下
、
検
討
委
員
会
）
を
中
心

に
、新
教
育
課
程
の
編
成
に
着
手
し
た
。

同
委
員
会
で
ま
ず
、「
多
様
な
進
路
に

対
応
で
き
る
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
教
育
課

程
」
と
い
う
、
新
教
育
課
程
の
編
成
方

針
を
定
め
た
。
当
時
、
同
校
に
は
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
が
な
く
、
新
教
育
課
程

を
編
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、
教
師
間
の

目
線
を
そ
ろ
え
る
た
め
の
基
本
方
針
が

必
要
だ
っ
た
か
ら
だ
。
そ
の
方
針
の
下

で
行
わ
れ
た
議
論
を
通
じ
て
合
意
形
成

を
図
り
な
が
ら
、
生
徒
の
希
望
進
路
の

実
現
に
向
け
て
適
切
な
学
び
を
提
供
で

き
る
教
育
課
程
を
策
定
し
た
。

　
例
え
ば
、
看
護
系
や
家
政
系
の
大
学

志
望
者
に
は
、
こ
れ
ま
で
文
系
を
選
択

す
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
た
が
、
文
系

の
現
行
の
教
育
課
程
で
は
、
生
物
・
化

学
の
い
ず
れ
か
の
履
修
と
な
る
た
め
、

受
験
校
の
選
択
肢
を
狭
め
て
し
ま
い
、

大
学
で
の
学
び
に
必
要
な
科
目
を
学
習

す
る
機
会
を
提
供
で
き
て
い
な
い
状
況

だ
っ
た
。
そ
こ
で
、新
教
育
課
程
で
は
、

文
系
で
も
生
物
や
化
学
、
地
学
、
数
学

Ｃ
を
複
数
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　

科
目
選
択
の
幅
を
広
げ
た
ね
ら
い

を
、
教
務
主
任
の
森も

り

谷や

一
雅
先
生
は
次

の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
大
学
で
文
理
融
合
の
学
び
や
入
試

の
多
様
化
が
進
む
中
、
科
目
選
択
を
柔

軟
に
す
る
こ
と
が
、
生
徒
の
可
能
性
を

広
げ
る
と
考
え
ま
し
た
」

　
基
本
方
針
の
下
、
各
学
年
の
履
修
科

目
と
単
位
数
を
算
出
。
そ
れ
を
教
務
部

が
集
約
し
、
新
教
育
課
程
の
原
案
を
作

成
し
た
。
各
曜
日
の
授
業
時
数
に
差
が

生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
検
討
委

員
会
で
議
論
を
重
ね
、
８
つ
の
試
案
を

経
て
、21
年
３
月
、１
学
年
32
単
位
、２・

３
学
年
31
単
位
の
新
教
育
課
程
を
完
成

さ
せ
た
（
図
１
）。 教

務
主
任
、

教
育
課
程
検
討
委
員
会

森
谷
一
雅　

も
り
や
・
か
ず
ま
さ

教
職
歴
14
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
９
年
目
。
理
科
（
生
物
）。

校
長勝田

幸
裕　

か
つ
た
・
ゆ
き
ひ
ろ

教
職
歴
37
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
１
年
目
。

進
路
指
導
主
事
、

学
校
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

和
泉
雄
介　

い
ず
み
・
ゆ
う
す
け

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
８
年
目
。
外
国
語
科（
英
語
）。

「
多
様
な
進
路
へ
の
対
応
」
を

基
本
方
針
に
、新
教
育
課
程
を
編
成

※プロフィールは、2022 年３月時点のものです。

学
校
概
要

設
立　

１
９
７
５
（
昭
和
50
）
年

形
態　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数　

１
学
年
２
８
０
人
、
２
・
３
学
年
３
２
０
人

２
０
２
１
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公

立
大
は
、
山
形
大
、
千
葉
県
立
保
健
医
療
大
に
２
人

が
合
格
。
私
立
大
は
、
青
山
学
院
大
、
学
習
院
大
、

國
學
院
大
、
駒
澤
大
、
昭
和
女
子
大
、
成
蹊
大
、
成

城
大
、
専
修
大
、
中
央
大
、
東
京
理
科
大
、
東
洋
大
、

法
政
大
、
明
治
大
な
ど
に
延
べ
３
８
８
人
が
合
格
。

徹
底
し
た
議
論
を
通
じ
て
教
師
間
で

方
向
性
を
共
有
し
た
こ
と
が
、

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作
成
や

教
育
活
動
の
改
善
を
進
め
る
土
台
に

千
葉
県
立
千
葉
北
高
校

千
葉
県
立
千
葉
北
高
校
は
、
２
０
１
９
年
度
に
新
教
育
課
程
の
編
成
に
着
手
し
、
約
１

年
か
け
て
完
成
さ
せ
た
。
21
年
度
に
は
、
同
校
が
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
で
あ
る

「
７
つ
の
北
高
力
」
と
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
策
定
。
い
ず
れ
も
策
定
の
過
程
に
お
い
て

教
師
間
で
徹
底
的
に
議
論
し
、
自
校
が
目
指
す
方
向
性
を
共
有
し
た
。
現
在
は
、「
７
つ

の
北
高
力
」に
基
づ
い
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
や
シ
ラ
バ
ス
の
作
成
を
、各
教
科
で
進
め
て
い
る
。

実践事例

1
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１
年
次
の
単
位
数
に
つ
い
て
は
、
特

に
議
論
を
尽
く
し
た
。
同
校
は
学
校
行

事
や
部
活
動
が
盛
ん
で
あ
る
た
め
、
そ

れ
ら
の
活
動
時
間
を
確
保
し
よ
う
と
、

授
業
終
了
時
刻
は
全
学
年
同
じ
に
す
る

予
定
だ
っ
た
。
そ
こ
で
当
初
は
、
新
教

育
課
程
も
現
行
課
程
と
同
様
、
各
学
年

31
単
位
と
す
る
こ
と
に
し
た
が
、
必
履

修
科
目
の
「
情
報
Ⅰ
」
を
入
れ
る
た
め
、

１
年
次
の
み
32
単
位
と
し
た
。
だ
が
、

議
論
を
重
ね
、
７
つ
め
の
試
案
が
で
き

た
21
年
１
月
、
１
年
次
を
31
単
位
に
す

る
方
法
を
再
検
討
し
よ
う
と
い
う
話
が

教
務
部
内
で
持
ち
上
が
っ
た
。
各
教
科

に
再
度
の
検
討
を
呼
び
か
け
、
選
択
科

目
の
増
加
や
保
健
体
育
の
単
位
数
減
な

ど
、様
々
な
方
法
を
試
み
た
。
し
か
し
、

ど
の
方
法
も
問
題
が
生
じ
る
こ
と
が
分

か
り
、
32
単
位
で
最
終
確
定
さ
せ
た
。

　
「
誰
も
が
納
得
で
き
る
教
育
課
程
を

編
成
す
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性

を
検
討
し
ま
し
た
。
時
間
は
か
か
り
ま

し
た
が
、
議
論
を
尽
く
し
た
こ
と
で
、

教
師
間
で
問
題
意
識
を
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
、
結
果
的
に
、
学
校
と
し
て
大

事
に
し
た
い
こ
と
に
つ
い
て
、
全
教
師

で
目
線
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」（
森
谷
先
生
）

　
議
論
を
重
ね
る
中
で
、
教
師
の
発
言

に
も
変
化
が
表
れ
た
。
当
初
は
他
教
科

に
対
し
て
意
見
を
言
い
づ
ら
い
雰
囲
気

が
あ
っ
た
が
、
議
論
が
深
ま
る
に
つ
れ

て
、「
理
系
で
も
数
学
Ⅲ
を
選
択
に
し

千葉県立千葉北高校　2022年度入学者　教育課程図1

注）「＊」は学校設定科目。　※学校資料を基に編集部で作成。

教科 科目 標準
単位数

１年 ２年 3 年

文系 理系

国語

現代の国語 2 2
言語文化 2 2
文学国語 4 5
論理国語 4 4 4
古典探究 4 4
＊国語探究 (2)

地理
歴史

地理総合 2 2
歴史総合 2 2
日本史探究 3 (4)
地理探究 3 (4)
世界史探究 3 (4)
＊発展日本史 (2)
＊発展地理 (2)
＊発展世界史 (2)

公民
公共 2 2
政治・経済 2 2 (2)
＊公民探究 (2)

数学

数学Ⅰ 3 3
数学 A 2 2
数学Ⅱ 4 4
数学 B 2 2
数学Ⅲ 3 4
数学 C 2 (2) 3
＊数学探究 (2)

理科

化学基礎 2 2
生物基礎 2 2
物理基礎 2 (2)
地学基礎 2 (2)
物理 4 (4)
化学 4 (4) 4
生物 4 (4) (4)
地学 4 (4)
＊発展物理 (2)
＊発展化学 (2) (2)
＊発展生物 (2) (2)
＊発展地学 (2)

保健
体育

体育 7〜 8 3 3 2 2
保健 2 1 1
＊生涯スポーツ探究 (2)

芸術

音楽Ⅰ 2 (2)
音楽Ⅱ 2 (2)
音楽Ⅲ 2 (2)
＊音楽探究 (2)
美術Ⅰ 2 (2)
美術Ⅱ 2 (2)
美術Ⅲ 2 (2)
＊美術探究 (2)
書道Ⅰ 2 (2)
書道Ⅱ 2 (2)
書道Ⅲ 2 (2)
＊書道探究 (2)

外国語

英語コミュニケーションⅠ 3 3
論理・表現Ⅰ 2 2
英語コミュニケーションⅡ 4 4
論理・表現Ⅱ 2 2
英語コミュニケーションⅢ 4 4 4
論理・表現Ⅲ 2 3 2
＊英語探究 (2)

家庭 家庭基礎 2 2
＊生活探究 (2)

情報 情報Ⅰ 2 2
情報Ⅱ 2 (2)

教科単位数合計 30 29 29 29

総合的な探究の時間 3 〜 6 1 1 1 1

特別
活動 ホームルーム活動 1 1 1 1

合計単位数 32 31 31 31

特集
新学習指導要領、始動！

不断の改善で推進する生徒主体の新教育課程　

議
論
を
尽
く
す
こ
と
で
、

生
徒
主
体
の
教
育
課
程
に
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て
は
ど
う
か
」
な
ど
と
、
教
育
課
程
全

体
を
俯
瞰
し
た
提
案
や
生
徒
目
線
で
の

意
見
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
20
年
度

か
ら
同
委
員
会
に
加
わ
っ
た
和い

ず
み泉
雄
介

先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
生
徒
の
こ
と
を
考
え
た
意
見
だ
と

し
て
も
、
他
教
科
の
こ
と
に
は
な
か
な

か
口
を
出
し
づ
ら
い
も
の
で
す
。
し
か

し
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
、
時
間
を
か

け
て
教
育
課
程
を
検
討
す
る
中
で
、
自

然
と
率
直
に
意
見
を
述
べ
合
え
る
よ
う

に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
」

　
教
務
部
が
的
確
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し

た
こ
と
も
功
を
奏
し
た
。

　
「
教
務
部
か
ら
は
、
教
育
委
員
会
へ

新
教
育
課
程
を
提
出
す
る
期
日
か
ら
逆

算
し
た
検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
、
各
教

科
で
検
討
す
べ
き
事
項
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
見
通
し
や
論
点
が
明
確
だ
っ
た
こ

と
で
、
意
見
を
出
し
や
す
か
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
」（
和
泉
先
生
）

　
新
教
育
課
程
の
編
成
の
意
図
や
議
論

の
過
程
は
、
文
書
と
し
て
残
し
た
。
議

論
を
尽
く
し
た
編
成
の
過
程
を
明
文
化

す
る
こ
と
で
、
今
後
の
改
訂
時
に
検
討

の
土
台
と
し
た
り
、
異
動
し
て
き
た
教

師
に
新
教
育
課
程
に
込
め
た
思
い
を
引

き
継
い
だ
り
す
る
ね
ら
い
が
あ
る
。

　
21
年
６
月
に
は
、
千
葉
県
教
育
委
員

会
か
ら
の
通
達
を
受
け
て
、
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
（
以
下
、
Ｇ
Ｄ
）
と
ス
ク
ー

ル
・
ポ
リ
シ
ー
（
以
下
、
Ｓ
Ｐ
）
の
策

定
に
着
手
し
た
。
そ
こ
で
、
学
校
内
の

諸
課
題
に
つ
い
て
議
論
す
る
組
織
体
で

あ
る
「
学
校
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」（
以
下
、
Ｐ
Ｔ
）
が
、
策
定
ま
で

の
工
程
を
整
理
し
、
ま
ず
は
生
徒
・
教

師
・
保
護
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

生
徒
が
身
に
つ
け
る
べ
き
資
質
・
能
力

や
、
同
校
が
強
化
す
べ
き
点
な
ど
を
調

査
し
、
そ
の
結
果
と
職
員
会
議
で
の
議

論
も
踏
ま
え
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・

能
力
を
、「
徹
底
力
・
課
題
発
見
力
・

思
考
力
・
実
践
力
・
創
造
力
・
協
働
力
・

自
己
改
善
力
」
の
７
つ
に
設
定
し
た
。

そ
の
「
７
つ
の
北
高
力
」
を
軸
と
し
た

Ｇ
Ｄ・Ｓ
Ｐ
を
策
定
し
、22
年
３
月
、「
千

葉
北
Ｇ
Ｄ
」
に
ま
と
め
た
。

　
Ｇ
Ｄ
の
策
定
を
受
け
て
の
新
教
育
課

程
の
変
更
は
行
わ
な
か
っ
た
。そ
れ
は
、

21
年
度
に
赴
任
し
た
勝
田
幸
裕
校
長
の

考
え
に
よ
る
も
の
だ
。

　
「
本
来
、
Ｇ
Ｄ
を
踏
ま
え
て
新
教
育

各教科のルーブリック　理科図２

評価の観点 知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度

７つの北高力 徹底力・課題発見力 思考力・実践力・創造力 協働力・自己改善力

評
価
基
準

Ａ
十
分
満
足
で
き
る

　（
探
究
・
活
用
）

自然の事物・現象についての概念や原理・法則などに
疑問や関心を持ち、必要な知識を身につけるために
努力した結果、理解が深められているとともに、科学
的に探究するために必要な観察、実験などに関する
基本操作や記録などの技能を身につけている。

自然の事物・現象から問題を見
いだし、見通しを持って観察、
実験などを行い、得られた結果
を分析して解釈し、表現するな
ど、科学的に探究している。

自然の事物・現象に主体的にか
かわり、見通しを持ったり、それ
までの過程を見直したり、振り
返ったりするなど、科学的に探
究しようとしている。

Ｂ
お
お
む
ね
満
足

　
で
き
る
（
習
得
）

自然の事物・現象についての概念や原理・法則などに
関心を持ち、必要な知識を身につけるために努力す
ることができ、科学的に探究するために必要な観察、
実験などに関する基本操作や記録などの技能を行う
ことができる。

見通しを持って観察、実験など
を行い、得られた結果を分析す
ることができる。

自然の事物・現象にかかわり、
見通しを持ったり、それまでの
過程を見直したり、振り返ったり
することができる。

Ｃ
努
力
を
要
す
る
　
　

　（
未
達
）

自然の事物・現象についての概念や原理・法則などに
必要な知識を身につけるための努力とともに、科学的
に探究するために必要な観察、実験などに関する基
本操作や記録などの技能を行うための努力を要する。

見通しを持って観察、実験など
を行うことや、得られた結果を
分析するための努力を要する。

自然の事物・現象にかかわるこ
とや、見通しを持ったり、それま
での過程を見直したり、振り返っ
たりするための努力を要する。

評価方法

•定期考査（知識を問う問題）
•単元テスト（知識を問う問題）
•プリント（記述分析）
•実験、観察

•定期考査（論述等の問題）
•単元テスト（論述等の問題）
•レポート、プリント（記述分析）

•レポート、プリント（記述分析）
•授業中の発言
•教師による行動観察
•生徒の自己評価や相互評価

上記は、理科のルーブリック。現在も改良のための議論を重ねている。「７つの北高力」を３観点それぞれにあてはめ、文部科学省「小学校、中学校、
高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及び指導要録の改善等について（通知）」の別紙５に示された「各教科等の評価の
観点及びその趣旨」を基に、その教科で育成を目指す資質・能力を設定した上で、ルーブリックの作成を進めた。しかし、3 観点と、それぞれに
リンクする「７つの北高力」の整合を図ることに難航しているという。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※学校資料を基に編集部で作成。

教
師
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
に
よ
り
、

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
策
定
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課
程
を
編
成
す
べ
き
で
す
が
、
新
教
育

課
程
は
既
に
完
成
し
て
い
ま
し
た
。
Ｇ

Ｄ
の
策
定
に
専
念
し
た
い
と
考
え
、
新

教
育
課
程
は
変
更
し
な
い
と
本
校
の
教

師
に
伝
え
ま
し
た
。
重
要
な
の
は
、
教

師
自
身
が
自
校
の
進
む
べ
き
道
を
考
え

る
こ
と
で
す
。
本
校
の
方
向
性
は
、
新

教
育
課
程
の
編
成
の
過
程
で
議
論
を
し

尽
く
し
て
い
た
の
で
、
Ｇ
Ｄ
に
も
そ
れ

が
反
映
さ
れ
る
と
考
え
ま
し
た
し
、
実

際
、
新
教
育
課
程
と
Ｇ
Ｄ
は
根
底
で
つ

な
が
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
」

　
現
在
は
、「
千
葉
北
Ｇ
Ｄ
」を
踏
ま
え
、

観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
の
３
つ
の
観

点
（
以
下
、
３
観
点
）
と
各
観
点
に
対

応
す
る
「
７
つ
の
北
高
力
」
を
示
し
、

そ
れ
ぞ
れ
３
段
階
で
評
価
す
る
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
、
教
科
ご
と
に
作
成
し
て
い

る
（
図
２
）。
そ
し
て
、
そ
れ
を
基
に

各
科
目
の
シ
ラ
バ
ス
を
作
成
す
る
予
定

だ
。

　
各
教
科
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
、「
７

つ
の
北
高
力
」
を
強
く
意
識
づ
け
る
も

の
と
す
る
た
め
に
、
３
観
点
と
「
７
つ

の
北
高
力
」
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
方
針
と

し
た
。
そ
こ
で
、
国
立
教
育
政
策
研
究

所
の
学
習
評
価
に
関
す
る
資
料（
＊
１
）

に
示
さ
れ
た
評
価
規
準
に
「
７
つ
の
北

高
力
」
を
落
と
し
込
む
形
で
、
各
教
科

の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作
成
を
進
め
よ
う

と
し
た
が
、
３
観
点
と
「
７
つ
の
北
高

力
」
の
整
合
を
図
る
の
に
苦
労
し
た
。

勝
田
校
長
は
、
そ
う
し
た
試
行
錯
誤
に

意
味
が
あ
る
と
語
る
。

　
「
本
校
で
学
ぶ
意
義
を
生
徒
や
保
護

者
が
理
解
す
る
た
め
に
、
そ
し
て
、
Ｇ

Ｄ
を
具
現
化
す
る
た
め
に
、『
７
つ
の

北
高
力
』
と
結
び
つ
い
た
評
価
規
準
が

必
要
で
す
。
大
い
に
悩
み
な
が
ら
も
、

教
師
自
ら
が
考
え
抜
い
て
つ
く
る
か
ら

こ
そ
、
授
業
で
活
用
で
き
る
評
価
規
準

に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

　
各
科
目
と
も
、
22
年
度
の
ス
タ
ー
ト

に
向
け
て
シ
ラ
バ
ス
の
準
備
を
進
め
て

い
る
。
２
学
期
以
降
の
シ
ラ
バ
ス
は
、

１
学
期
で
の
運
用
結
果
を
踏
ま
え
て
順

次
改
定
し
て
い
く
。

　
「
１
学
期
に
運
用
し
、
よ
か
っ
た
点

は
２
学
期
以
降
も
継
続
し
、
不
具
合
が

あ
っ
た
の
な
ら
ば
改
善
す
る
方
針
で
進

め
ま
し
た
。
試
行
錯
誤
を
い
と
わ
ず
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
て
い
き
ま

す
」（
勝
田
校
長
）

　
今
後
は
、
学
校
行
事
や
部
活
動
な
ど

を
含
む
す
べ
て
の
教
育
活
動
と
「
７
つ

の
北
高
力
」
を
結
び
つ
け
、「
７
つ
の

北
高
力
」
の
育
成
と
評
価
を
進
め
て
い

く
考
え
だ
。

　
授
業
改
善
も
大
き
な
課
題
だ
。特
に
、

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
や
探
究

的
な
学
び
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
、

家
庭
学
習
の
あ
り
方
が
重
要
に
な
る
。

そ
こ
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
課
題
や

反
転
学
習
の
導
入
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
選

択
肢
を
検
討
し
て
い
く
と
い
う
。

　
さ
ら
に
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ（
＊

２
）
な
ど
を
使
っ
て
、
各
教
科
の
学
習

内
容
や
そ
れ
を
通
じ
て
育
成
を
目
指
す

資
質
・
能
力
に
つ
い
て
の
情
報
共
有
を

進
め
、
教
科
横
断
型
授
業
を
行
う
こ
と

も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　
「
教
育
課
程
の
編
成
や
Ｇ
Ｄ
の
策
定

を
通
し
て
教
科
内
の
目
線
が
そ
ろ
っ
た

今
こ
そ
、
教
科
間
の
連
携
が
強
化
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

教
科
横
断
型
に
す
る
こ
と
に
よ
る
授
業

の
相
乗
効
果
を
上
げ
つ
つ
、
教
師
の
大

き
な
負
担
と
な
ら
な
い
授
業
の
方
法
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
」（
勝
田
校
長
）

　
何
よ
り
重
要
な
の
は
、
Ｇ
Ｄ
に
基
づ

い
た
授
業
改
善
や
学
習
評
価
を
実
質
化

す
る
こ
と
だ
と
、
森
谷
先
生
は
語
る
。

　
「
現
状
で
最
善
と
思
え
る
教
育
課
程

や
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
が
で
き
ま
し
た
が
、

そ
れ
ら
を
実
施
・
運
用
し
て
い
く
中
で

様
々
な
課
題
が
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。

課
題
を
一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
し
な
が

ら
、新
学
習
指
導
要
領
の
ね
ら
い
と『
千

葉
北
Ｇ
Ｄ
』
の
実
現
に
近
づ
い
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」

教
科
ご
と
に
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
し
、
そ
れ
を
基
に
、
各

科
目
の
シ
ラ
バ
ス
を
作
成
す
る

学
校
行
事
や
部
活
動
な
ど
に
お
い
て
育
成
を
目
指
す「
７
つ

の
北
高
力
」を
そ
れ
ぞ
れ
明
確
に
し
、そ
れ
ら
の
評
価
を
行
う

特集
新学習指導要領、始動！

不断の改善で推進する生徒主体の新教育課程　

３
観
点
と
「
７
つ
の
北
高
力
」
を

結
び
つ
け
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成

議
論
す
る
文
化
が
生
ま
れ
た
今
こ
そ
、

教
科
横
断
型
授
業
を
実
施
し
た
い

４月以降の
課題

＊１　「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」。　＊２　卒業までの到達目標に、各教科・科目がどのように関係するのかを示したもの。
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